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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

笠松町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

岐阜県羽島郡笠松町 

 

３ 地域再生計画の区域 

岐阜県羽島郡笠松町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

【地域の現状と課題】 

本町の総人口は、1980年（昭和 55年）の国勢調査時（22,865人）まで一貫し

て増加を続けたが、これ以降、微増減を経て現在に至っており、住民基本台帳に

よると、2022 年（令和４年）５月１日時点では、21,945 人と 1980 年（昭和 55

年）のピーク時から比較し、920人減となっている。また、世帯数に着目すると、

2022 年（令和４年）５月１日時点で、9,239 世帯と人口ピーク時の 1980 年（昭

和 55 年）と比較しても 3,102 世帯増と増加を続けており、これは少人数での転

入や世帯構成の変更などが背景にあると考察できる。そのほか、国立社会保障・

人口問題研究所によると、2060 年（令和 42 年）には総人口が 16,686 人となる

見込みである。 

自然動態については、2011 年（平成 23 年）までは出生数が死亡数を上回り、

14人の自然増となったが、2012年（平成 24年）に死亡数が出生数に並んだのを

境に死亡数が出生数を上回る自然減になった。以後、出生数は緩やかな減少傾向

に、反対に死亡数は全体を通して増加傾向にあり、2021年（令和３年）では、出

生数が 174人の一方、死亡数は 259人と自然増減は▲85人となった。 

社会動態をみると、2004年（平成 16年）には転入者（1,127人）が転出者（996

人）を上回る社会増（131人）であったが、本町の基幹産業である卸売・小売業

の衰退に伴い、雇用の機会が減少したことで、町外への転出者が増加し、2021年
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（令和３年）には▲23人の社会減となっている。 

年齢３区分別の人口動態をみると、年少人口は 1980年（昭和 55年）の 5,410

人をピークに減少し、2020年（令和２年）には 2,740人となる一方、老年人口

は 1980年（昭和 55年）の 2,037人から 2020年（令和２年）には 6,210人と増

加の一途をたどっており、少子高齢化がさらに進むことが想定されている。ま

た、生産年齢人口も 1990 年（平成２年）の 15,933 人をピークに減少傾向にあ

り、2020年（令和２年）には 13,011人となっている。 

今後も人口減少や少子高齢化が進むことで、地域における担い手不足やそれ

に伴う地域産業の衰退、さらには地域コミュニティの衰退など、住民生活への

様々な影響が懸念される。 

 慢性化しつつある全国的な少子高齢化、人口減少社会においても、近年の本 

町は人口を微減にとどめているが、本格的な人口減少社会の進行により、将来    

的に高齢化や人口の減少が予想されている。 

 これらの課題に対応するため、以下の事項を本計画の基本方向に掲げ、住民 

と行政がそれぞれの役割を担い、互いに尊重・理解し、高め合い、補い合うこ 

とで、人や地域、自然・歴史・文化などの様々な“魅力”が一層の輝きを放つ 

ことができるようなまちづくりを強力に進めていくとともに、SDGsの理念に基 

づき「誰一人取り残さない」社会の実現を目指す。 

【基本方向】 

 基本方向１ ぬくもりと笑顔あふれる思いやりのまち 

 基本方向２ 未来へ繋ぐ心豊かな人づくりのまち 

 基本方向３ にぎわいと活力あふれる創造のまち 

 基本方向４ 便利で快適に暮らせるやすらぎのまち 

 基本方向５ 安全で安心して暮らせる住みよいまち 

 基本方向６ 「官」「民」協働で築き上げる持続可能なまち 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2024年度

） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 
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ア 

ボランティア研修会参加人

数 
70人 90人 

基本方向１ 

災害ボランティアコーディ

ネーター養成講座 修了者

数（累計） 

59人 70人 

健康相談の回数・参加者数 63回/85人 80回/850人 

健康教育の回数・参加者数 
34回/3,078

人 

42回/3,400

人 

特定健診受診率 44％ 60.0% 

各がん検診受診率 26.9％ 50.0% 

要介護認定者の割合 17.4％ 19.8％ 

認知症サポーター養成講座

受講者数（累計） 
1,819人 2,045人 

ふれあいサロン設置数 13か所 18か所 

ふれあい喫茶設置数 ３か所 ３か所 

相談件数 192件 90 件 

障がい福祉サービス（在宅・

施設）利用者数 
276人 300人 

新生児聴覚検査費用助成件

数 
143件 140件 

児童生活習慣病血液検査受

診率 
92.2％ 100 % 

子育て支援講座参加者数 86人 1,200人 

ファミリー・サポート・セン

ター会員数 
94人 105人 

地域子育て支援拠点（こども

館）利用者数 
2,597人 10,500人 

各種審議会などにおける女

性委員の割合 
28.6％ 30.0％ 
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人権啓発などの活動件数 ９件 25件 

イ 

学校給食における県産野菜

の使用割合（％） 
13.6％ 20.0％ 

基本方向２ 

中学校卒業時の英検３級合

格者数の割合（％） 
23.4％  50.0% 

わくわく広場などの参加率 ０ 17％ 

海外派遣生徒の満足度 ０ 100% 

地域間交流派遣生徒の満足

度 
０ 95％ 

生涯学習講座受講者数 137人 450人 

公民館利用者数 29,642人 85,500人 

図書室利用者数 4,291人 7,000人 

主な体育施設利用者数 175,134人 140,735人 

町民大会参加者数  ０ 970人 

大名行列お奴子供の参加人

数 
０ 42人 

笠松力検定（ビギナー検定）

合格率 
74.7％ 70% 

ウ 

認定農業者数 ３人 ２人 

基本方向３ 

遊休農地の面積 1.2ha １ha 

集積面積 15ha 30ha 

商工会 新規会員数 19人 10人 

観光・イベント情報ホームペ

ージ閲覧者数 
5,856人 17,000人 

SNSによる情報発信件数 317人 120件 

レンタサイクル利用者数 1,507人 2,500人 

協働型補助金申請件数 28件 32件 

転入者数 1,056人 1,250人 

エ 羽島用水パイプライン上部 1,300ｍ 2,550ｍ 基本方向４ 
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利用整備延長 

公共施設巡回町民バス利用

者数 
53,225人 80,000人 

上水道有収率 82.9％ 87.0％ 

下水道普及率 89.6％ 95.0％ 

1人１日あたりのごみ総排出

量 
930ｇ 786ｇ 

オ 

Wi-Fiスポット数 9か所 15か所 

基本方向５ 

災害時応援協定数 32件 34件 

総合防災訓練参加率 25.9％ 23％ 

防災士資格取得者数 18人 24人 

普通救急救命講習会受講者

数 
40人 370人 

町内犯罪発生件数 154件 158件 

人身交通事故件数（高齢運転

者事故件数） 

36件（14件

） 

36件（14件

） 

運転免許証自主返納者数（累

計） 
72人 150人 

カ 

町ホームページアクセス数 249,113回 165,000回 

基本方向６ 

町公式SNS登録者数 3,500人 3,000人 

職員研修参加者数の割合 38.5％ 65.0％ 

電子申請が可能な手続き数 15件 35件 

実質赤字比率 ０ ０ 

連結実質赤字比率 ０ ０ 

実質公債費比率 6.0％ 8.0％ 

将来負担比率 67.5％ 90.0％ 

町税収納率           95.7％ 96.1％ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 
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５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

笠松町まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア ぬくもりと笑顔あふれる思いやりのまち事業 

イ 未来へ繋ぐ心豊かな人づくりのまち事業 

ウ にぎわいと活力あふれる創造のまち事業 

エ 便利で快適に暮らせるやすらぎのまち事業 

オ 安全で安心して暮らせる住みよいまち事業 

カ 「官」「民」協働で築き上げる持続可能なまち事業 

② 事業の内容 

ア ぬくもりと笑顔あふれる思いやりのまち事業 

地域福祉の推進、健康づくりの推進、高齢者福祉の推進、障がいのあ

る人の福祉の推進、子ども・子育て支援、幼児教育の推進、人権尊重社

会の推進事業 

【具体的な事業】 

 ・地域福祉に関する意識啓発 

 ・健康相談、健康教育の充実 

 ・地域活動やボランティア活動への支援 

 ・障がいや障がいのある人に対する理解の促進 

 ・母子保健事業の推進 

 ・道徳心やマナー向上に向けた意識啓発 等 

イ 未来へ繋ぐ心豊かな人づくりのまち事業 

学校教育の充実、青少年の健全育成・若者支援の促進、生涯学習の充

実、スポーツ活動の推進、歴史・文化の継承と活用事業 

【具体的な事業】 
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 ・学校施設の長寿命化の推進 

 ・学校、家庭、地域との連携の強化 

 ・ＩＴを活用した学習情報の提供 

 ・スポーツ活動に関する情報の提供 

 ・未指定文化財の調査および発掘の促進 等 

ウ にぎわいと活力あふれる創造のまち事業 

農業の振興、商工業の振興、観光・イベントの推進、コミュニティ活

動と活発なまちづくり活動の推進事業 

【具体的な事業】 

 ・農業体験などを通じた農地の有効利用の推進 

 ・企業に向けた支援の充実 

 ・ＳＮＳなどを活用した観光、イベント情報の発信 

 ・町内会活動の重要性に対する理解促進 等 

エ 便利で快適に暮らせるやすらぎのまち事業 

計画的な土地利用の推進、便利で快適な道路網の整備、公共交通体系

の充実、良好な住環境の創出、清潔で快適な環境の整備、循環型社会の

構築事業 

【具体的な事業】 

 ・計画的な土地区画整理事業の推進 

 ・都市計画道路見直し方針に基づいた整備 

 ・巡回町民バスの利用促進 

 ・駅を活かした拠点の整備 

 ・進捗状況にあわせた事業認可区域の拡大 

 ・環境にやさしい暮らし方に関する意識啓発 等 

    オ 安全で安心して暮らせる住みよいまち事業 

       防災対策の推進、消防・救急対策の推進、防犯体制の強化、交通安全 

対策の推進事業 

【具体的な事業】 

 ・環境の変化にともなう地域防災計画の見直し 

 ・防火意識の高揚と知識の普及 
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 ・防犯に関する意識啓発と防犯教育の推進 

 ・交通安全に関する意識啓発 等 

    カ 「官」「民」協働で築き上げる持続可能なまち事業 

       住民参加によるまちづくりの推進、気配り行政の推進、効果的な行政 

運営の推進、健全な行政運営の推進と広域行政への対応事業 

      【具体的な事業】 

       ・誰もが読みやすい広報紙づくり 

       ・親切で親身な対応に向けた職員意識の醸成 

       ・住民本位の住民サービスの向上 

       ・積極的な行財政情報の公開 等 

    ※ なお、詳細は笠松町第６次総合計画のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

1,410,000千円（2022年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度２月に外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針 

を決定する。検証後速やかに本町公式ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 


